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【本日のスケジュール】
１ 検討内容
・これまでの振り返り及び第６回の検討事項
２ 協議事項
・福祉施設のあり方について
３ 次回以降の検討会について
・次回以降の検討会に向けての整理
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検討事項一覧

検討内容開催予定時期開催回数
現状と課題の抽出、調査内容、分析項目令和６年10月第１回
県内ニーズの把握、他施設との比較・分析、論点整理令和７年１月第２回
病院のあり方について３月第３回

〃５月第４回
福祉施設のあり方について７月第５回

〃10月第６回
医療と福祉の連携について12月第７回

〃令和８年１月第８回
センターのあり方について（組織体制、経営構造）２月第９回
検討会報告書とりまとめ３月第10回



病床・定員機能対象者施設名

一般 284床
重度心身障害児・者
40床（七沢療育園）

患者の早期社会復帰に向け、医師・看護師及びセラピストな
どの多職種チームによるリハビリテーション医療を提供

脊髄障害、脳外傷、骨・関節疾
患、神経疾患、小児神経疾患、
脳卒中等

神奈川リハビリ
テーション病院

病

院

30人
短期入所２人

疾病や不適応行為についての治療や行動改善のための教育と
評価等、家庭復帰に向けた支援知的障害や発達障害のある児童七沢学園

（福祉型障害児入所施設）

社

会

福

祉

施

設

30人
生活介護19人
生活訓練17人
短期入所３人

社会復帰に向けた、施設入所支援、生活介護及び生活訓練<生活訓練>
18歳以上の知的障害者

七沢学園
（障害者支援施設）

障害特性に合わせた個別支援
<生活介護>
医療重度者、強度行動障害者、
職業的技能や社会生活の向上を
必要とする方

40人
短期入所（空床型）

利用者個々の個性、ライフステージや障害特性に合わせた生
活支援、医療的ケア及び日中活動などを提供し、安全・安心
な生活を送れるよう、医療と福祉の総合的な支援

重度重複障害児・者の方
七沢療育園
（療養介護）

（医療型障害児入所施設）

40人
機能訓練42人
短期入所２人

医学的、職業的、社会的リハビリテーションサービスを総合
的に提供し、地域生活移行に向けた個別支援

＜肢体不自由部門＞
脊髄障害や脳血管障害、高次脳
機能障害のある脳損傷等の肢体
不自由者七沢自立支援ホーム

（障害者支援施設）

10人
機能訓練18人

医療的管理の下、生活面の支援や視覚リハビリテーション
サービスを総合的に提供し、地域生活移行に向けた個別支援

＜視覚障害部門＞
視覚に障害のある方
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（参考）リハビリテーションセンター 福祉施設の概要
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（参考）施設の設置根拠

根拠:児童福祉法
定員:40人
対象:重症心身障害児者

<児童>
根拠:児童福祉法
定員:30人
対象:知的障害児、被虐待児、

広汎性発達障害等
<成人>
根拠:障害者総合支援法
定員:30人
対象:知的障害者、強度行動障害者、

医療ケアが必要な利用者

根拠:障害者総合支援法
定員:40人
対象:肢体不自由者

根拠:障害者総合支援法
定員:10人
対象:中途視覚障害者

児童福祉法(※)（昭和22年法律第
164号）第42条第１号に掲げる福祉
型障害児入所施設として、障害児を
入所させて、当該障害児の保護、日常
生活の指導及び独立自活に必要な知
識技能の付与を行うこと。

障害者の日常生活及び社会生活を
総合的に支援するための法律（平成
17年法律第123号）第５条第11項
に規定する障害者支援施設として、障
害者につき、施設入所支援を行うととも
に、施設入所支援以外の施設障害福
祉サービスを行うこと。

「神奈川県総合リハビリテーションセンター条例」での位置づけ

七沢学園
（福祉型障害児入所施設）
（障害者支援施設）

七沢療育園
（療養介護）

（医療型障害児入所施設）

七沢自立支援ホーム
（障害者支援施設）

児童福祉法(※)第42条第２号に掲
げる医療型障害児入所施設として、障
害児を入所させて、当該障害児の保
護、日常生活の指導、独立自活に必
要な知識技能の付与及び治療を行う
こと。

※ 措置入所の場合、応諾義務があります。



これまでの振り返り
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これまでの委員からの主なご意見
<当事者目線に立った対応>
・入所期間が⾧期化しており、地域移行に向けて、利用者目線に立った個別具体的な支援が不足しているのではないか
・利用者の意向を個別支援計画に十分に反映できていないのではないか
・地域移行に向けての支援には、医療と福祉が相互に関わるべきではないか

<県立施設として求められる機能>
・県内のリハビリテーション医療の底上げのために、これまでの実績とノウハウを活かし、医療、心理、栄養、福祉職など専門性を
高める人材育成プログラムの開発をすべきではないか

<福祉施設へのリハ病院機能の活用>
・病院の拠点・専門的機能と療育・児童の施設の一体的な連携体制を構築する必要があるのではないか
・病院併設の施設であるのだから、福祉施設での利用者支援に、病院が有する機能をもっと活かしていくべきではないか

事務局では、
福祉施設のあり方について、
次の２つの課題に分類したい



第６回の検討事項

6

１．福祉部門のサービス充実により改善を図るべき課題

２．リハ病院機能をより活用することで改善を図るべき課題

「福祉施設のあり方について」
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協議事項

議 題

「福祉施設のあり方について①」
～福祉部門のサービス充実による改善～



福祉部門のサービス充実により改善を図るべき課題

【入所時（前）】
<七沢学園（児童）（成人）>
・生活をともにする他の利用者との親和性を重視した受け入れとなっており、どのような支援ができるか
といった視点での入所判断が行われていない

・入所の目的・目標など、利用者の意向を個別支援計画へ十分に反映できていない

<七沢療育園>
・入所の目的・目標など、利用者の意向を個別支援計画へ十分に反映できていない

<七沢自立支援ホーム>
・在宅からの入所が大半で、医療機関からの紹介は少ない
・利用率が低調である（現在５割程度）
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福祉部門のサービス充実により改善を図るべき課題

【在所中】
<七沢学園（児童）>
・個別支援計画において、退所に向けた個別具体的な目標や支援の設定がされていない
・計画に基づいたモニタリングによる、進捗の把握や必要に応じた見直しがされていない
・外部との交流が不足している
・成⾧過程に応じた支援が充分ではない
<七沢学園（成人）>
・個別支援計画において、退所に向けた個別具体的な目標や支援の設定がされていない
・計画に基づいたモニタリングによる、進捗の把握や必要に応じた見直しがされていない
・外部との交流が不足している
<七沢療育園>
・個別支援計画において、退所に向けた個別具体的な目標や支援の設定がされていない
・計画に基づいたモニタリングによる、進捗の把握や必要に応じた見直しがされていない
<七沢自立支援ホーム>
・個別支援計画において、退所に向けた個別具体的な目標や支援の設定がされていない
・計画に基づいたモニタリングによる、進捗の把握や必要に応じた見直しがされていない
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福祉部門のサービス充実により改善を図るべき課題

【退所前後】
<七沢学園（児童）>
・18歳まで入所していることが常態化している
・退所後の生活についての利用者や家族の意向の確認が不足しており、必要な支援が充分ではない
・退所後のフォローと退所先との連携が不足している

<七沢学園（成人）・七沢療育園・七沢自立支援ホーム>
・退所後の生活についての利用者や家族の意向の確認が不足しており、必要な支援が充分ではない
・退所後のフォローと退所先との連携が不足している
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課題への対応（事務局案）

・どのような支援ができるかといった視点で入所の判断を行う
・入所の目的・目標など、利用者の意向を個別支援計画へ十分に反映する
・七沢自立支援ホームにおいては、医療機関からの受入れを積極的に行うとともに、利用率の向上を図る

入所時（前）

・個別支援計画において、退所に向けた個別具体的な目標や支援の設定を行う
・計画に基づいたモニタリングをし、進捗の把握や必要に応じた見直しを実施する
・七沢学園（児童・成人）においては、外部との交流を積極的に図る
・七沢学園（児童）においては、成⾧過程に応じた支援を実施する

在所中

・七沢学園（児童）においては、 18歳までを待たずに退所できるよう、支援を行う
・退所後の生活について利用者や家族の意向を十分に確認し、必要な支援を行う
・退所後のフォローと退所先との連携を強化する

退所前後
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課題への対応（事務局案）
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そのために必要な措置

●地域移行に向けて、他の福祉施設との連携強化が必要
●支援の質を高めるため、受入れ人数・人材配置など
選択と集中の工夫が必要

●人材の確保・育成が必要

事務局案（それ以外があるかも含め）について、ご意見をいただきたい
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協議事項

議 題

「福祉施設のあり方について②」
～リハ病院機能の活用による改善～



（参考）七沢学園（児童）で現在提供しているリハ病院機能
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<現在提供しているリハ病院の機能>
①医療ケアの状況等を踏まえた審査
⑥風邪や体調不良時における神奈川リハビリテーション病院の受診
⑥嚥下障害のある利用者（知的障害により）への対応
⑥てんかん治療
⑨医療の視点も組み込んだ審査

入所時（前） 在所中 退所前後

①入所審査
②個別支援計画の作成
③栄養アセスメント・栄養ケア
計画書の作成

④個別支援計画に基づく支援
⑤身辺処理、社会生活、行動面の評価
⑥健康管理

⑦移行支援計画の作成
⑧地域移行支援
⑨退所審査
⑩退所後のフォロー



（参考）七沢学園（成人）で現在提供しているリハ病院機能
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<現在提供しているリハ病院の機能>
③医療ケアの状況等を踏まえた審査
⑧神奈川リハビリテーション病院における利用者の健康診断、予防接種の実施 ※ 精神科は外部医療機関を受診
⑧管理栄養士による栄養スクリーニングの実施（3ヶ月ごと）
⑧神奈川リハビリテーション病院の心理士による利用者との面談や支援内容の検討
⑧てんかん治療、経管栄養の管理
⑮医療の視点も組み込んだ審査

入所時（前） 在所中 退所前後

①入所相談
②体験入所
③入所審査
④生活能力評価
⑤個別支援計画書の作成

⑥身辺処理能力の向上支援
⑦社会生活能力の向上支援
⑧健康管理
⑨家族との交流
⑩日中活動
⑪外出
⑫支援に関する評価

⑬地域へ退所するケースが少ない（介護）
⑭地域移行支援（訓練）
⑮退所審査（訓練）
⑯退所後のフォロー（訓練）



（参考）七沢療育園で現在提供しているリハ病院機能

16

<現在提供しているリハ病院の機能>
①家族や主治医等から入所候補者の情報（診断名、経過、検査結果、現在の処方、呼吸器等）の収集
①入所候補者の神奈川リハビリテーション病院小児科の受診
②医療ケアの状況等を踏まえた審査
③個別支援計画の作成（医師・看護師が関与）
④人口呼吸器管理、気管カニューレの交換、排痰介助
⑤呼吸リハビリテーション、関節可動域訓練、変形・拘縮の進行予防
⑤補装具の作製
⑥栄養管理（栄養剤の調整）、胃瘻の交換、中心静脈カテーテル管理
⑥排泄管理、てんかん治療、皮膚トラブルの予防
⑧各月の個別支援会議の実施（医師・看護師が関与）

入所時（前） 在所中 退所前後

①入所調整依頼
②入所審査
③個別支援計画の作成

④健康管理
⑤リハビリテーション
⑥生活支援
⑦日中活動
⑧個別支援会議・個別支援計画の更新

⑨地域へ退所するケースがほと
んどない



（参考）七沢自立支援ホームで現在提供しているリハ病院機能
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<現在提供しているリハ病院の機能>
②医療ケアの状況等を踏まえた審査
④リハビリテーション訓練
④評価会議
⑤投薬管理や経過観察を行うことによる健康状態の把握
⑤血圧や体重測定、健康相談や体調不良時の対応

入所時（前） 在所中 退所前後

①入所相談記録
②入所審査
③個別支援計画の作成

④身体機能・評価会議・耐久力・ＩＡＤ
Ｌ・体育・言語訓練
⑤健康管理
⑥住環境調整
⑦市街地・乗降訓練 ⑧日中活動の検討
⑨高次脳機能障害の評価・訓練

⑩退所先の見学
⑪総合スタッフ会議
⑫地域支援会議
⑬家庭復帰、グループホームに入所



リハ病院機能をより活用することで改善を図るべき課題

【入所時（前）】

<七沢学園（児童）（成人）>
・個別支援計画作成時にリハビリテーション医療の治療診断に基づいた視点が含まれていない

【在所中】

<共通>
・リハビリテーション医療の治療診断に基づいた視点による支援内容の評価を行い、支援の改善を図る
ＰＤＣＡサイクルが実施されていない

【退所前後】

<七沢学園（児童）・七沢自立支援ホーム>
・退所支援に向けてのコーディネート機能が充分ではない
<七沢学園（成人）・七沢療育園>
・医療スタッフによる、退所後のフォローや退所先との連携が不足している
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課題への対応（事務局案）

・リハビリテーション医療の治療診断に基づいた視点も含めた個別支援計画を作成する
入所時（前）

・リハビリテーション医療の治療診断に基づいた視点も含めた支援内容の評価を行い、ＰＤＣＡサイクル
による支援の改善を図る

在所中

・退所支援に向けてのコーディネート機能を強化していく

退所前後
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・病院スタッフ（医師・看護師・セラピスト・リハ工学・体育等）との連携により、リハビリテーション医
療の視点を福祉施設での支援サービスに、より反映させていく

入所時（前）～退所前後まで共通



課題への対応（事務局案）
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そのために必要な措置
●病院・福祉施設を横断的に調整する機能を強化する
●支援の質を高めるため、受入れ人数・人材配置など
選択と集中の工夫が必要
●人材の確保・育成が必要
●退所先の施設での生活の質を高めるための支援人材の育成が必要

事務局案（これ以外にあるかも含め）について、ご意見をいただきたい
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「次回以降の検討会について」



次回以降の検討会に向けての整理
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検討内容開催予定時期開催回数
医療と福祉の連携について12月第７回

〃令和８年１月第８回
センターのあり方について（組織体制、経営構造）２月第９回
検討会報告書とりまとめ３月第10回

検討内容開催予定時期開催回数
リハセンターの運営の最適化について
（組織体制、経営構造）12月第７回

〃令和８年１月第８回
〃２月第９回

検討会報告書とりまとめ３月第10回

第５回・６回の福祉施設の
あり方において、併せて議論
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（参考）七沢学園 入所者数・入所率

90.6% 94.1% 91.7% 93.5%
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七沢学園（児童）入所者数・入所率

延べ入所者数 平均入所率

（人）
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七沢学園（成人）入所者数・入所率

延べ入所者数 平均入所率

〇 児童・成人ともにコロナ前の入所者数・入所率に戻っていない。

（人）（％） （％）
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（参考）七沢療育園 入所者数・入所率

93.0% 91.7% 91.8% 92.0% 89.8% 89.6%
96.1% 93.5%
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七沢療育園入所者数

延べ入所者数 平均入所率

〇 七沢療育園の入所率は高い水準を維持している。
〇 これは入所が⾧期にわたっていることが要因と考えられる。

年 数項 目

19.3年平均在所年数

51.0年最⾧在所年数

0.3年最短在所年数

令和６年８月時点
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（参考）七沢自立支援ホーム 入所者数・入所率

〇 入所者および平均入所率は減少傾向にある。
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七沢自立支援ホーム入所者数

延べ入所者数 平均入所率
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（参考）地域別在所者数

横浜
3% 川崎（北部・南部）

7%

相模原
9%

横須賀・三浦
12%

湘南（東部・西部）
30%

県央
33%

県西
6%

地域別在所者数（七沢学園（成人）・七沢療育園・七沢自立支援ホーム）令和５年度実績
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（参考）日中活動支援利用者数

98.1% 97.1% 96.5%
91.2% 93.0% 92.2%
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七沢学園日中活動支援利用者数

延べ利用者数 平均利用率

77.3% 77.9%
73.5 75.5%
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七沢自立支援ホーム日中活動支援利用者数

延べ利用者数 平均利用率

〇 日中活動支援利用者数は年々減少傾向にある。
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（参考）障害別利用者数

〇 福祉施設ではケアの難易度が高い利用者を受け入れている。

一日平均人数延人数実人数区 分施 設

1.03661強度行動障害児

七沢学園 6.02,1966強度行動障害者

5.01,8305医療重度者

11.34,14043超・準超重症児者七沢療育園

令和5年度実績



説明は以上です。


